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平成30年度南風原町一般会計歳入歳出決算認定について

平成30年度南風原町一般会計歳入歳出決算を地方自治法(昭和22年法律第67号)

233条第3項の規定により卸俳氏監査委員の意見を付けて議会の認定に付する。

令和元年9月4日提出

南風原町長赤嶺正之
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平成30年度南風原町一般会計歳入歳出決算報告書

地方自治法(昭和22年法律第釘号)第233条第5項の規定により、平成30年度にお

ける南風原町一般会計歳入歳出決算の概要と主要施策の成果に関する報告書偶嚇助

を次のとおり報告する。

令和元年9月4日提出

'て

南風原町長赤嶺正之
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平成30年度南風原町一般会計歳入歳出決算の概要

平成30年度一般会計歳入・歳出決算の概要説明を致します。

本町の平成30年度一般会計の決算規模は、歳入15,158,9釘千円、歳出14,461,2

19千円で、前年度と比較して歳入で2,234,805千円(12.8%)の減、歳出で2,078,0妬

千円 a2.6%)の減となっております。

また、決算収支についてみますと、平成30年度歳入歳出差引額(形式収支)は、

釣7,742千円で、とれから翌年度へ繰り越すべき財源H,認7千円を控除した実質収

支は6部,2妬千円となっており、との実質収支から前年度の実質収支829,173千円を

差し引いた単年度収支(△145,9能千円)に財政調整基金積立金四91,994千円)と

繰上償還金(0円)を加え、財政調整基金取崩額四39,677千円)を控除した実質単

年度収支は△93,6駐千円となっております。

平成30年度

分.

平成29年度

歳入総額
ノ]、

Atゾ

差

増減比率

額

15,158,961

区

17,393,766

△ 2,234,805

歳出雑額',

B

y /

平成30年度

実質収支

平成29年度

単年,度収支

H30(E)-H29(助=朕

14,461,219

△ 12.8

_,ノ

16,539,224

差

歳入歳出差引額
÷、・i'./i

互鬼^
'1、 ノー'

A-B二 C.'

△ 2,078,005

増減比率

25,369

額

△ 145,968

△ 10β32

△ 44.5 0.0

財政調整基金ゞ
Ty 、'リ

取崩額1'
.J i

,~,J.、.1.'1え

△ 734,765

△ 42.フ

財政調整基金
^」

積立金

G

△ 17.6

683,205

次に、歳入の決算概要について説明致します。

主な歳入項目における自主財源・依存財源別の増減率を前年度と比較した場合

自主財源は1,541,郭6千円 a8.0%)の減、依存財源も693,249千円(フ.9%)の減とな

つております。
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まず、自主財源の大部分を占める町税においては157,619千円(4.0%)の増で、

税目別では町民税は、個人町民税が納税義務者数の増等により73,620千円の増、

法人町民税は18,681千円の増となり、合計で92,301千円(5.5%)の増となっておりま

す。固定資産税が新築家屋の増等により四,966千円(2.6%)の増、軽自動車税が登

録台数の増により6,495千円(5.2%)の増、町たぱと税は税率改正等により4,868千円

a.8%)の増となっております。

その他の自主財源については、寄附金がふるさと寄附金等の増により32,飾8千円

a16.9%)の増、繰入金が財政調整基金繰入金の減により992,釘4千円(49.1%)の

減、繰越金が前年度純繰越金の減により756,868千円(47.0%)の減となっておりま

す。

依存財源は、国庫支出金が保育所等整備交付金、臨時福祉給付金(経済対策

分泳合付補助金、沖縄安全対策事業費補助金の減等により498,813千円 a7.6%)の

減、県支出金は、地域振興資料館整備事業の事業完了等による沖縄振興特別推進

交付金の減、町道10号線道路改良事業費の減等による沖縄振興公共投資交付金

の減等により182,721千円(フ.6%)の減となっております。

続いて、歳出の決算概要について説明致します。

歳出の各経費別(性質卿Dの決算は、義務的経費で対前年度比291,2詑千円(4.1

%)の増になっております。項目別では、人件費において退職手当特別負担金や委

員等報酬の増等により35,203千円(2.1%)の増、扶助費が、認可保育園の増による

運営費及び3歳児主食費の増、とども医療費助成事業の増等によ兜27,359千円(5

2%)の増となっております。

次に投資的経費は、対前年度比1,0認,154千円(52.9%)の減になっており、普通

建設事業が保育所等整備交付金事業、資料館整備事業、町道10号線道路改良事

業費、黄金森公園整備事業等の事業完了又は事業費の減等によ川,104,318千円

(54.0%)の減となっております。

また、その他の経費については、積立金749,726千円(41.2%)の減は、前年度決

算余剰金による財政調整基金積立金の減等によるものです。また、繰出金が604,86

2千円(25.0%)の減となっており、国民健康保険特別会計の赤字解消のための財源

繰り出しが減となったこと等によるものです。物件費では、ふるさと納税業務委託料

及び宮平保育所臨時職員賃金の増等により38,294千円(2.1%)の増となっており、

その他の経費全体では1,281,133千円(17.2%)の減となっております。
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以上が歳入歳出の決算状況です。

次に、財政構造の弾力性を示す経常収支比率についてです。平成30年度は認.6

%で前年度比0.9%の増となっています。主な理由は、同比率を算出する式の分母

である経常的一般財源は地方税の増等によ兜37,354千円増え、分子となる経常経

費充当一般財源等(ノ＼件費、物件費、扶助費、公債費、繰出金等)は275,6器千円

増えており、分子の増が大きいことによるものです。同比率は75.0%~80.0%未満が

妥当とされ、本町の財政構造は「弾力性を失いつつぁる」という状況です。

また、本町財政が抱える最も大きな課題は、平成20年度から続く国民健康保険特

別会計の赤字決算です。一般会計を含む全ての会計の財政運営に影響を与えてき

ました。平成30年度には国保事業の県単位化が図られ、累積赤字の計画的な解消

に努めなければならないため、中期財政計画に基づき、平成29年度には1,000,000

千円、さらに平成30年度には387,000千円の赤字解消を図りました。しかし未だ単年

度赤字が生じているととから国保事業については、累積赤字解消だけでなく、国保

特別会計の健全化が図られるよう、今後も引き続き注視する必要があります。

令和元年度一般会計当初予算においては、国保の赤字解消だけでなく、年々増

力畔頃向にある扶助費をはじめ、各特別会計への繰出金や公債費の増加等のほか、

今後新たに増加する財政需要に対応していくために、緊縮財政によるこれまでにな

い予算編成となったことから、早急に行政改革に取り組み、将来にわたって持続可

能な財政運営に努めていくことを記し、平成30年度の決算概要と致します。
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般会計歳入決算状況
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